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ま
ち
協
の
名
称
を
変
更

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新

緑
基
調
に
地
域
ら
し
さ
発
信

　
　

地
区
ま
ち
協
か
ら
学
区
ま
ち
協
へ

ま
ち
協
事
務
局
を
強
化

まち協だより

第 17 回理事会（平成 26 年 3 月１5日）

①平成 25 年度予算における予備費の決

算における処理としては、新しく設

ける「若草・岡本西ブロック地区別

活動特別会計」に全額を繰り入れる

こととする。

②人権教育推進委員会から各町内会へ

支給していた「町内学習懇談会助成

金」は、平成 26 年度から廃止とする。

③「若草・岡本西ブロック自主防災連

合会規則」「若草・岡本西ブロック地

区別活動規則」の制定案が了承され、

4月 1日からの施行となる。

④「志津南地区広報委員会規則」の改

正案が了承され、「志津南学区広報委

員会規則」として、4 月 1 日からの

施行となる。

⑤会則の改正案が提示され、大部分に

ついては了承されたが、一部の文言

の変更については次回の理事会で提

示することとなった。

⑥第六集会所の水道光熱費の一部を社

会福祉協議会が負担しているが、平

成 26 年度からこれを廃止する。

　

志
津
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
は
追
分
南
地
区
の
３
町
内

会
の
加
入
に
伴
い
、
４
月
１
日

か
ら
「
志
津
南
学
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
と
名
称
を
変
更
し

ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
志
津
学
区
自
治

連
合
会
か
ら
分
離
独
立
し
、
志

津
南
学
区
自
治
連
合
会
が
発
足

し
て
以
来
16
年
間
、
若
草
８
町

内
会
お
よ
び
岡
本
町
西
町
内
会

で
行
っ
て
き
た
地
域
活
動
は
活

動
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

「
学
区
」
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
移
行
す
る
に
当
た
っ
て
、
今

ま
で
志
津
南
地
区
と
し
て
行
っ

て
き
た
活
動
を
学
区
全
体
活
動

　

４
月
１
日
付
け
で
、
追
分
南

地
区
３
町
内
会
が
志
津
南
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
、
エ
リ
ア
が
格

段
に
広
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、
新
し
い
志
津
南
学
区

の
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い

こ
う
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一

新
し
ま
し
た
＝
写
真
。
一
層
の

ご
利
用
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

自
然
に
囲
ま
れ
た
こ
の
地
域

と
若
草
・
岡
本
西
ブ
ロ
ッ
ク
の

地
区
別
活
動
と
に
区
分
し
ま
し

た
。
各
町
内
会
の
活
動
は
基
本

的
に
何
も
変
わ
る
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
各
種
団
体
に
と
っ

て
は
活
動
内
容
に
よ
っ
て
対
象

者
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
得
ま

す
が
、
学
区
全
体
活
動
と
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
活
動
範
囲

の
拡
大
に
伴
っ
て
よ
り
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

２
年
前
、
地
域
活
動
を
担
う

い
ろ
ん
な
団
体
が
有
機
的
に
連

携
し
て
活
動
し
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
協
力
し
合
っ
て
い
け
る
よ

う
自
治
連
合
会
か
ら
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
に
移
行
し
ま
し
た
。

こ
の
仕
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
地
域
課
題
の
抽
出
、
解
決

策
の
立
案
・
実
行
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
活
動
は
一
部
の
人
た
ち

だ
け
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と

ご

協

力

が

是

非

と

も

必

要

で

す
。

ど

う

か

皆

さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
４
月

１
日
付
け
で
、
長
谷
川
佳
子
さ

ん
（
前
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

職
員
）
を
事
務
局
員
に
採
用
、

妹
尾
志
郎
事
務
局
長
と
の
二
人

体
制
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
追
分
南
３
町
内

会
が
加
入
、
事
務
量
の
増
大
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
に
増
員
し
た

も
の
で
す
。

　

事
務
局
体
制
の
強
化
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
を
一

層
充
実
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。

ら
し
く
緑
を
基
調
に
し
た
も

の
で
、
ア
ド
レ
ス
はhttp://

shizu373.net

に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
特
徴
を
「
緑
豊

か
な
町
」「
絆
の
町
」「
文
化
の
町
」

「
充
実
の
町
」
と
ま
と
め
、
地
域

の
良
さ
を
広
く
発
信
す
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
何
よ
り
、

情
報
の
鮮
度
や
充
実
が
大
切
で

す
。
最
新
情
報
を
収
集
す
る
手

段
と
し
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
ブ
ロ
グ
な

ど
手
軽
な
情

報
発
信
ツ
ー

ル
を
取
り
込

み
、
よ
り
新

鮮
な
ニ
ュ
ー

ス
を
提
供
し

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
と
並
行
し
て
地
域
の
大

切
な
ニ
ュ
ー
ス
源
に
は
紙
媒
体

の
「
志
津
南
ニ
ュ
ー
ス
」
が
あ
り
、

創
刊
以
来
今
年
で
十
一
年
目
を

迎
え
ま
す
。
町
内
の
あ
ら
ゆ
る

情
報
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は

こ
れ
ま
で
の
紙
面
を
閲
覧
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、
会

則
・
規
則
類
、
役
員
名
簿
な
ど

の
閲
覧
も
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
な
ど
も
積

極
的
に
取
り
上
げ
、
学
区
内
の

様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
新
し
い
志
津
南
学
区

の
一
つ
の
核
と
し
て
、
よ
り
充

実
し
た
内
容
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
地
域

内
の
活
動
情
報
な
ど
を
ぜ
ひ
志

津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

志津南ホームページ
http://shizu373.net

地
域
の
資
源
回
収

４
月
20
日
・
５
月
４
日

　

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

４
月
27
日
・
５
月
11
日

　

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

　

岡
本
町
西

回
収
品

　

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
も
可
）

　

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ
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拍
手
に
送
ら
れ
校
門
を
後
に

未
来
へ
感
謝
の
言
葉
力
強
く

大
震
災
に
思
い
め
ぐ
ら
せ

志
津
南
小
51
人
、
高
穂
中
２
４
８
人

小
中
学
校
で
卒
業
式

　

３
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
。
志
津
南
小
学
校（
埴
岡
美
江
子
校
長
）、高
穂
中
学
校（
北
川
健
校
長
）

で
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
方
、
在
校
生
、
父
兄
か
ら
の
温
か
い
祝
福
の
拍

手
に
送
ら
れ
て
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

志
津
南
小
学
校
は
第
27
回
卒

業
式
＝
写
真
。
式
場
の
体
育
館

入
り
口
で
卒
業
生
一
人
ひ
と
り

が
彫
っ
た
魚
の
型
に
墨
を
流
す

「
た
ら
し
こ
み
手
法
」
で
製
作
し

た
額
縁
が
迎
え
る
中
、
51
名
の

卒
業
生
は
緊
張
の
面
持
ち
で
入

場
し
ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
子
ど
も
会
は
３

月
25
日
、
今
年
度
最
後
の
行
事
、

「
６
年
生
お
別
れ
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
14
名
が
参
加
、

ア
ク
ト
草
津
内
の
エ
ー
ス
レ
ー

ン
草
津
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
２

ゲ
ー
ム
楽
し
み
ま
し
た
＝
写
真
。

　

ゲ
ー
ム
で
は
、
さ
す
が
６
年

生
、
力
強
い
投
球
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
ス
ペ
ア
や
ス
ト
ラ
イ
ク

を
出
し
た
時
に
は
、「
お
ぉ
！
」

「
や
っ
た
ぁ
！
」
な
ど
の
歓
喜
の

声
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

体
力
が
つ
き
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
ど
も
達
か
ら
は
、「
３
ゲ
ー

　

一
方
、
高
穂
中
学
校
で
は
記

念
す
べ
き
第
30
回
卒
業
式
＝
写

真
。
こ
の
日
、
３
月
11
日
は
東

北
大
震
災
が
起
こ
っ

た
日
で
も
あ
り
、
卒

業
生
２
４
８
名
を
含

む
全
員
で
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
た
。

　

北
川
健
校
長
は

「
震
災
の
募
金
活
動

と
絆
が
生
ま
れ
み
ん

な
が
誇
り
で
し
た
」

と
語
り
か
け
、「
幸

せ
は
自
分
の
心
が
決

め
る
」「
心
の
中
で

花
を
咲
か
せ
る
努
力

を
し
よ
う
」
と
心
の

持
ち
よ
う
、
生
き
か

　

国
歌
、
校
歌
の
斉
唱
に
続
き

埴
岡
美
江
子
校
長
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
卒
業
生
は
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返
事
し
、

堂
々
と
し
た
態
度
で
壇
上
に
上

が
り
ま
し
た
。
全
員
に
証
書
を

渡
し
終
え
る
と
、
埴
岡
校
長
か

ら
「
未
来
に
夢
を
も
っ
て
生
き

る
」「
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
」

「
何
が
で
き
る
か
考
え
一
歩
一
歩

あ
ゆ
ん
で
ほ
し
い
」
と
三
つ
の

言
葉
に
励
ま
し
を
こ
め
た
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奥
田
和
奈
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
は
「
自
分
の
力
を
信
じ
取
り

組
ん
で
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
卒
業
生
は

先
生
、
在
校
生
、
父
兄
に
向
か
い
、

６
年
間
の
思
い
出
や
感
謝
、
そ

し
て
「
未
来
に
羽
ば
た
き
ま
す
」

と
力
強
く
別
れ
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
生
全
員
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
詩
「
小
さ
な
芽
を
出

し
た
タ
ケ
ノ
コ
が
春
夏
秋
冬
を

駆
け
１
本
の
真
っ
直
ぐ
に
伸
び

た
竹
に
成
長
す
る
様
」
の
群
読
、

別
れ
の
歌
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に

響
き
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
卒
業
生
た
ち
は

拍
手
に
送
ら
れ
な
が
ら
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
校
舎
を
後
に
し
ま

し
た
。

た
の
大
切
さ
を
説
き
式
辞
と
し

ま
し
た
。

　

「
輝
き
が
未
来
へ
届
け
」
の
曲

が
流
れ
る
中
、
壇
上
の
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
に
思
い
出
の
場
面

が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
、
卒
業

生
た
ち
は
過
ぎ
去
っ
た
中
学
生

活
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
在
校
生
代
表
の
送
辞
、

卒
業
生
代
表
の
答
辞
と
続
き
、

最
後
に
「
こ
の
地
球
の
ど
こ
か

で
」「
巣
立
ち
に
歌
」
の
合
唱
の

後
、「
勇
猛
華
敢
・
黒
士
無
双
」

な
ど
式
場
に
飾
ら
れ
た
８
枚
の

団
旗
が
見
守
る
中
、
卒
業
生
は

大
き
な
拍
手
に
送
ら
れ
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

ム
し
た
か
っ
た
」
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。　
　

　

昼
食
を
と
っ
た
ビ
ッ
グ
ボ
ー

イ
で
は
、
ハ
ン
バ
ー
グ
セ
ッ
ト

に
お
か
わ
り
自
由
の
カ
レ
ー
・

サ
ラ
ダ
・
ス
ー
プ
・
ド
リ
ン
ク

バ
ー
が
つ
い
て
い
て
、
み
ん
な

も
り
も
り
。

　

帰
り
は
路
線
バ
ス
に
乗
り
、

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
思
い
出
に

残
る
楽
し
い
交
流
会
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。　
　

　

小
学
生
で
は
最
高
学
年
の
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
し
て
下

級
生
へ
の
お
手
本
を
見
せ
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
学
校
へ
行
っ
て
も
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
子
ど
も
会
）

お
別
れ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
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Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
検
討
委
が
最
終
報
告
書

　

今
月
か
ら
写
真
シ
リ
ー
ズ
「
か
が
や
き
通
り
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
わ
が
町
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
「
か

が
や
き
通
り
」
（
市
道
野
路
若
草
線
）
は
、
大
津
市
上
田

上
平
野
町
か
ら
草
津
市
野
路
町
ま
で
の
全
長
約
５
キ
ロ

の
都
市
計
画
道
路
で
す
。
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
若
草
の
入
居

が
始
ま
っ
て
約
30
年
、
人
が
増
え
、
沿
線
の
風
景
も
様

変
わ
り
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
町
の
た
た
ず
ま
い
を
か
が

や
き
通
り
を
中
心
に
カ
メ
ラ
で
切
り
撮
っ
て
み
よ
う
と

い
う
わ
け
で
す
。
見
慣
れ
た
風
景
も
、「
あ
れ
っ
」
と
思

う
カ
ッ
ト
も
、
い
ろ
ん
な
ア
ン
グ
ル
を
ご
賞
味
下
さ
い
。

写
真
は
地
域
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
ど
な
た
か
は
最
終
回
の
お
楽
し
み
と
し
て
お

き
ま
す
。

若草交差点

至青山

か
が
や
き
通
り

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
今
後
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
た
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
検
討
委
員
会
（
上
田
恒
章

委
員
長
、
６
人
）
は
２
月
９
日
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
理
事
会
に

最
終
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

同
理
事
会
か
ら
諮
問
を
受
け
、

昨
年
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
７

か
月
間
に
わ
た
っ
て
論
議
を
重

ね
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ひと昔前は走る車もまばらで、交差点は点滅

信号で事足りるほどだったかがやき通り。が、

今ではごらんの通り、ラッシュ時には車が数

珠つなぎ、交差点を通過するのに信号待ちが

数回に及ぶことも珍しくなくなった。

（午前８時頃）

新
旧
合
同
の
理
事
会
開
催

　

３
月
29
日
に
新
年
度
の
理
事

予
定
者
を
加
え
た
合
同
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
平
成
26
年
度
定
時
総
会

に
付
議
す
る
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
次
の
通
り
第
６
号
ま

で
あ
り
ま
す
。

第
１
号
議
案　

平
成
25
年
度
活

動
報
告

第
２
号
議
案　

平
成
25
年
度
決

算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告

第
３
号
議
案　

会
則
改
正
（
案
）

第
４
号
議
案　

平
成
26
年
度
役

員
選
出
（
案
）

第
５
号
議
案　

平
成
26
年
度
活

動
計
画
（
案
）

第
６
号
議
案　

平
成
26
年
度
予

算
（
案
）

予
算
案
に
関
し
て
は
、
現
正
副

会
長
３
名
と
新
正
副
会
長
予
定

者
２
名
（
４
名
の
う
ち
２

名
は
再
任
）
の
計
５
名
で
、

予
算
調
整
会
議
を
２
回
実

施
し
ま
し
た
。

１
回
目
は
３
月
22
日
に
検

討
資
料
に
基
づ
き
審
議
し

て
、
４
つ
の
団
体
に
つ
い

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ

と
に
し
、
２
回
目
の
３
月

26
日
に
、
活
動
内
容
と
予

算
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
一
部
修
正
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
を
基
に
予
算
案
が
作

成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
合
同
理
事
会
で

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
４
月
20
日
の
定

時
総
会
に
付
議
さ
れ
ま

す
。

　

理
事
会
で
は
、
こ
の
「
最
終

報
告
書
」
に
基
づ
き
、
今
後
は

常
設
の
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
運
営
委
員

会
」
を
新
設
、
検
討
委
員
会
で

詰
め
き
れ
な
か
っ
た
告
知
放
送

基
準
の
見
直
し
、
商
業
放
送
利

用
料
の
活
用
方
法
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
点
検
の
進
め
方
等
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

最
終
報
告
書
の
概
要
は
、
次

の
通
り
で
す
。

一
、
テ
レ
ビ
受
信
に
つ
い
て

　

元
々
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
地
区

は
テ
レ
ビ
放
送
難
視
聴
地
域
で

あ
る
た
め
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る

配
信
が
開
始
さ
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
地
デ
ジ
放
送
が
開
始
さ
れ

た
が
、
全
戸
で
の
ア
ン
テ
ナ
に

よ
る
受
信
の
可
能
性
は
証
明
さ

れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
各
地

区
の
地
区
計
画
・
建
築
協
定
で
、

屋
根
へ
の
ア
ン
テ
ナ
設
置
が
許

可
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
現

状
で
は
今
ま
で
通
り
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

一
本
で
進
め
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

　

こ
こ
最
近
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
住
宅
内
設
備
の
点
検
が
、

２
月
か
ら
全
戸
を
対
象
に
し
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
、
告
知
放
送
に
つ
い
て

　

現
在
運
用
中
の
「
告
知
放
送

運
用
基
準
」
で
基
本
的
に
は
問

題
な
い
と
考
え
る
。
一
部
住
民

か
ら
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
放
送
が

疎
ま
し
い
と
の
発
言
も
あ
る
が
、

多
く
の
住
民
の
声
を
聞
か
な
け

れ
ば
判
断
で
き
な
い
の
で
、
今

後
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
の
が
望
ま
し
い
。

四
、
そ
の
他

　

今
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、

現
状
問
題
の
把
握
と
対
策
案
、

将
来
課
題
の
創
出
等
に
つ
い
て
、

時
間
的
に
も
未
消
化
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
新
た
な
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
、
諸
課
題
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。
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こよみ

や
す
ら
ぎ
閉
講
式

市
民
セ
ン
タ
ー
人
事

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
主
催

第
10
回
や
す
ら
ぎ
学
級｢

閉
講

式
＆
お
楽
し
み
会
」
が
３
月
12

日
に
彦
根
で
開
催
さ
れ
、
学
級

生
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
＝
写

真
。

　

前
半
は
今
年
度
を
締
め
く
く

る
年
間
活
動
報
告
や
各
サ
ー
ク

ル
の
活
動
報
告
を
行
い
、
11
名

の
方
に
皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
た

た
後
、
新
年
度
の
運
営
委
員
長
・

副
委
員
長
を
選
出
し
閉
講
式
を

終
え
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
昼
食
を
兼
ね
た
お

楽
し
み
会
で
、
サ
ー
ク
ル
別
合

唱
に
始
ま
り
、
個
人
発
表
で
は

カ
ラ
オ
ケ
で
デ
ュ
エ
ッ
ト
を
歌

う
方
も
あ
り

ま
し
た
。「
白

虎
隊
」
と
い

う
歌
謡
詩
吟

も

披

露

さ

れ
、
ま
た
サ

キ
ソ
フ
ォ
ン

で
「
荒
城
の

月
」
な
ど
の

演

奏

も

あ

り
、
参
加
者

に
よ
る
様
々

な
特
技
や
出

し
物
が
大
い

に
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

最
後
に
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
体
操
」

が
開
催
さ
れ
、
全
身
を
使
っ
て

グ
ー
、
チ
ョ
キ
、
パ
ー
を
表
現
し
、

号
令
に
素
早
く
反
応
で
き
る
か

を
競
い
、
参
加
者
も
「
は
っ
！

よ
っ
！
」
と
全
身
で
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
つ
つ
、
張
り
切
っ
て
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。

和
や
か
に
語
ら
い
、
歌
い
、
大

い
に
笑
っ
て
、
１
年
を
振
り
返

り
、
新
年
度
の
や
す
ら
ぎ
学
級

を
楽
し
み
に
し
つ
つ
彦
根
を
後

に
し
ま
し
た
。

子
育
て
Ｇ
お
別
れ
会

　

志
津
南
学
区
子
育
て
グ
ル
ー

プ
「
お
や
こ
っ
こ
ク
ラ
ブ
・
ひ

よ
こ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
が
合
同
で

３
月
６
日
に
、
ま
た
追
分
南
子

育
て
サ
ロ
ン
も
同
13
日
に
そ
れ

ぞ
れ
お
別
れ
会
を
開
き
ま
し
た
。

「
お
や
こ
っ
こ
ク
ラ
ブ
・
ひ
よ

こ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
は
志
津
南
市

民
セ
ン
タ
ー
で
親
子
40
組
が
参

加
し
、
に
ぎ
や
か
な
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

　

ま
ず
「
ご
あ
い
さ
つ
」
の
歌

の
あ
と
、
色
紙
で
輪
つ
な
ぎ
の

首
飾
り
を
親
子
で
作
り
完
成
さ

せ
る
と
首
に
か
け
て
走
り
回
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
風
船
遊
び
で
体
を
動

か
し
た
あ
と
、、
本
の
読
み
聞
か

せ
が
始
ま
る
と
、
保
育
園
・
幼

稚
園
へ
と
巣

立
つ
子
ど
も

達
は
静
か
に

聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

一
方
、
か

が
や
き
の
丘

子
育
て
サ
ロ

ン
「
き
ら
り

ん
」
は
か
が

や
き
の
丘
会

館
で
20
組
あ

ま
り
の
親
子

と
地
域
の
高

齢
者
「
な
ご
み
会
」
の
皆
さ
ん

10
人
が
参
加
し
て
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
お
ひ
さ
ま
楽
団
」

を
招
き
歌
や
演
奏
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
な
ど
楽
し
み
ま
し
た
。

珍
し
い
楽
器
に
触
っ
て
音
が
出

る
と
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
最
後
は
好
き
な

楽
器
を
手
に
親
子
と
高
齢
者
全

員
で
楽
団
の
演
奏
と
と
も
に
「
お

も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
が

上
手
に
合
奏
出
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
民
児
協
）

　

草
津
市
は
４
月
１
日
付
け
で

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民

館
）
の
人
事
異
動
を
発
令
、
澤

田
尚
江
社
会
教
育
指
導
員
が
南

笠
東
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

へ
異
動
、
新
た
に
山
口
陽
子
さ

ん
が
着
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
長
谷
川
佳
子
社
会
教

育
指
導
員
は
３
月
31
日
付
け
で

退
職
し
ま
し
た
。

　

還
暦
を
迎
え
一
年
が
経
と
う

と
し
て
い
る
。
仕
事
は
徐
々
に

減
ら
し
て
は
い
る
が
、
ま
だ
現

役
を
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
ま

り
実
感
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
思
え
ば
や
は
り

還
暦
と
い
う
歳
は
、
人
生
の
節

目
と
し
て
ひ
と
区
切
り
つ
け
て

人
生
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
後
半
の
あ
り
か
た
を
考

え
る
時
だ
と
思
う
。

　

生
活
面
に
お
い
て
は
、
現
役

引
退
～
地
域
・
社
会
貢
献
～
隠

居
。

　

身
体
の
変
化
と
し
て
、
初
老

期
～
老
年
期
、
加
齢
に
よ
り
生

活
上
出
来
な
い
こ
と
が
徐
々
に

増
え
て
く
る
、物
忘
れ
、
障
害
（
病

気
）
も
出
て
く
る
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
生
き
る
の

か
を
考
え
る
の
と
、
ど
の
よ
う

な
最
期
を
迎
え
た
い
か
を
考
え

る
こ
と
と
は
同
じ
こ
と
で
あ
る

よ
う
に
思
う
。

　

最
近
、「
平
穏
死
」
と
い
う
言

葉
に
出
会
っ
た
。「
尊
厳
死
」「
安

楽
死
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳

に
す
る
が
こ
の
言
葉
は
何
ぞ
や
、

□ 4月 15 日（火）

　★狂犬病予防注射

　　13：40 ～ 14：30

□ 4 月 19 日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：15　若草中央公園集合

□ 4月 22 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 4 月 26 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：30　若草中央公園集合

□ 5月 3 日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：15　若草中央公園集合

□ 5月 13 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 5 月 14 日（水）

　★狂犬病予防注射

　　10：25 ～ 11：00

□毎週金曜日　

☆ふれあい喫茶（お茶の間）

10：00 ～ 12：00　五丁目集会所

★印の場所は志津南市民センター

（公民館）です

と
い
う
と
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、

終
末
期
に
お
い
て
苦
痛
も
な
く

穏
や
か
に
亡
く
な
る
と
言
う
こ

と
ら
し
い
。

　

人
生
最
期
の
「
生
き
方
」
を
「
認

知
症
や
、
重
い
病
気
に
か
か
り
、

自
分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
時
に
、
ど
う

し
て
ほ
し
い
か
」

　

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
、

運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
に

意
思
表
示
欄
が
あ
り
、
自
分
の

意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
う

ち
に
家
族
に
伝
え
、
こ
れ
か
ら

の
日
々
を
平
穏
で
充
実
し
た
も

の
に
す
る
た
め
の
〝
生
〟
を
大

切
に
し
て
い
く
こ
と
を
還
暦
か

ら
の
生
き
方
と
し
た
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
Ｈ
）


